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巻頭記

信州大学山地水環境教育研究センターは､学内共同利用センターとして2001年4月

に誕生しました｡ 36年間の歴史を持ってきた理学部附属諏訪臨湖実験所が､改組･拡

充されて生まれ変わったものです｡施設は諏訪湖畔にある臨湖実験所をそのまま受け継

ぎました｡また､大町市の北に位置する木崎湖畔に､研究施設の木崎湖観測ステーショ

ンを持っています｡

組織は陸水生態系部門と水環境保全部門の2分門からなります｡陸水生態系部門はい

わば基礎研究部門で､湖沼･河川･集水域の生態系の構造や機能､汚染物質の挙動を物

質循環を軸に解析し､集水域での人間活動と湖沼環境との相互関係を研究しますQ水環

境保全部門は応用研究部門で､悪化した湖沼､河川等の水環境の再生､修復についての

開発研究を進めます｡この二つの部門の連携(すなわち基礎と応用の連携)により､水環

境保全に関する総合的な研究を推進することを目的としています｡また､その成果を基

にして､学生の実習や研究指導などの教育活動を行うことも重要な役目としています｡

21世紀は水の世紀といわれており､これまで以上に淡水資源の重要性が増すと考え

られています｡その貴重な淡水資源を有している河川や湖沼は､現在､富栄養化や有害

化学物質汚染など､様々な環境問題を抱えています｡これらの問題を解決し､良質な淡

水資源を守ることが今後ますます重要な課題となります｡山地水環境教育研究センター

はこの課題に立ち向かうため､河川･湖沼だけでなく､それに強い影響を及ぼしている

集水域までを視野に入れ､また学内各学部の協力を得て､総合的な研究を進めます｡さ

らに､水環境問題についての対策の提言や市民の環境教育を積極的に行い､地域-の貢

献にも力を注ぎます｡
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組織

陸水生態系部門

湖沼,河川と集水域(市衝地,農耕地,森林など)の生態系の構造や機能,汚染物質の

挙動を物質循環を軸に解析し,集水域での人間活動と湖沼環境との相互関係を研究する｡そ

れにより,水環境問題を顕在化させ,またその発生メカニズムを解明する｡その成果を基

に,実際の湖沼や集水域を利用した学生実習,研究指導等の教育活動を行なう｡

水環境保全部門

陸水生態系部門での研究成果を入れながら悪化した湖沼,河川等の水環境の再生,修復

についての手法の開発研究を進める｡また,手法の開発にあたっては,社会科学的アプロ

ーチも取り入れ,政策提言としても有効性をもちうるような手法作りをめざす｡さに,そ

れに基づいて環境保全に関する学生実習や研究指導等の教育活動を行い,また環境政策フ

ォーラムの開催等を通じて積極的に地域に対して発言活動を行なう｡

施設および研究設備

施設

敷地面積　995平方m

建物　総面積1,540平方In　　鉄筋コンクリート5階建て

1階:事務室,研究室,資料調整室,暗室,機械室,浴室

2階:センター長室･応接室,研究室,実駿重,食堂,炊事室

3階:学生実習室(30名),実験室,機器分析室,顕微鏡室,電子顕微鏡室

4階:講義茎(30名),図書室,標本室,資料室,集会室,教官宿泊室

5階:学生宿泊室5, (30名),学習室,洗濯洗面室,生物培養室

研究設備

調査船(FRPボート) 3隻,各種調査用具,各種実験機材,顕微鏡類,各種分析機器,培養

機器
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2001年度のセンター活動概要

2001年度の山地水環境教育研究センターの主な活動を以下に時間を追って記す.｡

4月1日(日)､理学部附属臨湖実験所が改組され､山地水環境教育研究センターが誕生し

た｡それに伴い､専任教官3名(花里孝幸,柳町晴美,山本雅道)､客員教授1名(白石寛

明)､及び技官1名(小河原誠)が配置され､ 4月2日(月)に辞令が交付された｡

春たけなわの5月27日(El)､ JALT(全国語学教育学会)と市民グループの諏訪まちづくり

懇談会が主催する第10回チャリティーウオークが開催され､山地水環境教育研究センター

の教官と学生が協力したoドイツから湖沼浄化に携わった専門家3人を招き､また50人を

超える市民と共に諏訪湖畔音楽堂から釜口水門まで諏訪湖のおよそ半周を歩いた｡センタ

ーの教官と学生は､道中諏訪湖の水質と生態系についての解説役を担当したo　参加者は釜

口水門からの帰路では遊覧船に乗船したが､その船上でもセンターの教官が諏訪湖の生態

系についての解説を行った｡

7月14日(土)には山地水環境教育研究センターの一般公開を行った｡これは､理学部附

属臨湖実験所時代に始めたもので､この年で3回目となる｡学生が各自テーマを持ち､ア

オコ､ミジンコ､魚､水草など､諏訪湖を中心とした湖沼の生態系について来訪者に解説

をした｡また､研究発表会も開催し､スクリーンを使って日頃の研究成果を市民にわかり

やすく紹介した｡当日は100人ほどの来訪者があり､普段見慣れない湖の中の小さな生物

が顕微鏡の下で泳ぐ様を見て感嘆の声をあげるなど､好評であったo

理学部附属臨湖実験所時代から恒例となっている公開臨湖実習を､大学が夏休みの8月

6日(月)～11日(土)に開催した｡これは全国の国立大学の学生を対象とした単位互換性の莱

習で､理学部附属臨海臨湖実験所長会議が主催しているものである｡公開実習に参加して

いる組織の多くが臨海実験所であることから､この実習は海をフィールドとしたものが多

い｡その中で､湖をフィールドとした生態学実習は少なく､それだけにユニークな実習と

なっている｡ 2001年度は11名の受講生があった｡

9月7日(金) ･ 8日(土)には､長野県経営者協会､諏訪圏青年会議所､長野県諏訪建設事

務所､山地水環境教育研究センター等が共同で｢よみがえれ諏訪湖　ふれあいまつり2001｣

を開催した｡これは諏訪湖の浄化の促進をめざし､住民の啓蒙を目的とした民･官･学の

共同開催のイベントである｡初日は午後に上条恒彦氏を招き講演会を開いたo　二日目は諏

訪湖に流入する川における筏下り､民間団体､市民グループ､山地水環境教育研究センタ

ーなどによる水質浄化活動の展示発表会等が行われた｡ 7千人を超える市民が訪れた｡

10月1日(月)､宮原裕一氏がセンター水環境保全部門の助教授として着任した｡これに

より､センターの定員は全て充当されたことになるo　これを受けて､ 10月22日(月)に山地

水環境教育研究センターの掛額式と開所式を行ったo　掛額式では､森本信州大学長の直筆

によるセンターの看板が､学長とセンター長によって玄関入り口に掛けられた.‥.開所式は､

大学と地元の関係者を招き､ラコ華乃井ホテルで開催された.式典の後には､滋賀県琵琶

湖博物館長の川那部浩哉先生による記念講演会が催された｡

-　3　-



2001年の年も押し迫った12月23日(日)には餅つき大会を開いたo　これは臼と杵を使っ

た餅つきを楽しむもので､諏訪臨湖実験所時代から年末恒例の行事であるし.当日は卒業生

も顔を出し､センターには朝から餅つきの音が響いた｡

そして年が改まり､ 2002年3月16日(土)に山地水環境教育研究センター第-回公開講演

会を開催した｡諏訪市文化センターで｢今環境を考える｣をテーマとして4人の演者に講

演していただき､ 100人を超える聴衆が耳を傾けたUこれは市民の環境教育の推進を目的と

したもので､センターの設立を期に､今後毎年開催されることになる｡.
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Ⅰ.教育活動報告

1.学位授与･研究指導

1-1.博士(理学)

｢日本の河川における河川棲浮遊藻類の生態と環境影響｣ ･村上哲生　学位:博士(理学)

[主査:花里孝幸,副査:沖野外輝夫(理学部教授),副査:林秀剛(理学部教授)]

博士学位論文の要旨

一次生産者(基礎生産者)としての藻類は､物質循環を駆動する生物群として､河川生

態系の中でも重要な位置を占める｡藻類は､流水環境中では､浮遊､または付着生活をす

るが､大陸の大河川と比べ､流路が短く勾配が急な日本の河川では､流れの中で増殖する

浮遊藻類(potamoplankton;河川棲浮遊藻類)は､生育しないものと従来考えられてきた0

本研究は､河川緩流部の藻類量及びそれを制御すると思われる要因の観測結果に基づき､

日本の河川においても､河川棲浮遊藻類が普遍的に発生していることを示し､その生態を

明らかにすることを目的とするものであるo　また､近年の下流域環境の人為的改変､例え

ば河川横断的構築物の建設や放水路の開削が､浮遊藻類群集にどのような影響を及ぼした

か､また､生産者である藻類の種類組成や現存量が変わったことにより､水環境や共存す

る河川生物にいかなる変化が生じたかについても論議する..,

本論文の第一章においては､河川生態系での一次生産についての概念を紹介し､重要な

生産者である浮遊藻類群集について､従来の日本の河川研究においては､長らく無視され

てきた事情を述べた｡.

第二章では､長良川を研究対象として､夏季に一時的に発生する浮遊藻類が真の河川棲

浮遊群集とみなせることを､群集の種類組成､現存量の時間的変動や河川内での分布の観

測結果に基づき論証したo　夏季の渇水期､流量の低下に伴い滞留日数は長期化し､珪藻類

(Cyclotella menegh'DlaDa KUETZING)を優占種とする浮遊群集が発達するo　止水棲浮遊藻

類や剥離した付着藻類の流下現象とは異なり､現存量は下流に向かい増加する傾向が認め

られたo　また､潮の干満と現存量の変動を対照させることにより､汽水棲浮遊藻類群集の

遡上とも区別できることを明らかにした.二,

さらに第三章では､地理的な位置を異にする様々な規模の諸河川で､同様な観測を行い､

地形的､気象的条件が整えば､日本の河川においても､河川棲浮遊藻類が普遍的に見られ

ることを示した｡比較的河川勾配が緩く､流路が長い東北日本の諸河川(雄物川､最上川､

信濃川)では､渇水期に長良川同様に珪藻類が優占的な藻類群集が発達するL,また､流路が

短い小河川でも､流量の変化や河川地形の改変により､多量の浮遊藻類が発生することが

明らかになった,,長良川では､経年的な観測を継続することにより､気象条件により､浮

遊藻類発生の規模が変化することを明らかにした.二.

第四章では､河川下流部の人為的改変が､河川棲浮遊藻類の発生量や､発生期間､発生

頻度等を変化させる事例を紹介した｡.河川横断的構築物の建設により､河川水の滞留日数

は長期化し､浮遊藻類の発生はより大規模となるo　長良川では､河口堰運用前後の浮遊藻
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類の発生量や発生頻度の比較により､堰の運用が藻類発生を深刻化することを明らかにし

た｡.また､同様な河口構築物が造られている日本の大河川の河口部では､夏季はCyclotella

atomus HUSTEDT､ C. menegju'nlana KUETZINGが､冬季はStephanodlscus spp.を優占種と

する河川棲浮遊藻類群集が発達していることを確かめた.=.河口堰上流の緩流域の浮遊藻類

群集では､湖沼や大規模人工湖のそれとは異なった種類組成と挙動が認められた.,

第五章では､河川棲浮遊藻類の発生と河床-の沈降､堆積､分解の過程で生じる様々な

環境影響について論じた｡.藻類の堆積により河床堆積物の有機物含量は増加しその分解に

よる川底の貧酸素化が河口堰の上流のかん水域で認められたo　また､下流でも､流出した

上流堆積物の再堆積が起こり､同様の障害が生じることが明らかになったo　さらに､藻類

発生による上水の着臭問題も生じている｡.河口堰の藻類発生の現状は､河川での浮遊藻類

発生を想定していない現行の法に基づく常時監視では､適切に把握できない場合もある｡.

本研究により､日本の河川でも､大陸の大河川と同様な真の河川棲浮遊藻類が発生して

いることが明らかになった,,また､河川横断的な構築物の建設により､浮遊藻類の増殖が

促進されることが示されたo　日本の河口域に普遍的に見られる藻類の大量発生､堆積物の

変化､貧酸素水塊の形成などの様々な富栄養化障害を､河川棲浮遊藻類の発生と分解の過

程に伴い引き起こされる一連の因果関係を持った現象として整理することができた0

1-2.学士(理学)

1 -2- 1. ｢お堀の水質に及ぼす魚の影響｣

上田旅也(理学部物質循環学科)　学位:理学士　[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

2000年､高島城祉公園を使った水質浄化実験が行われたo　その実験では水質浄化法とし

て､水質汚濁の主な原因である植物プランクトンを摂食する大型動物プランクトンの

Dapj7nlaが増殖可能な環境を整える､というものだったo大型動物プランクトンが増えるた

めには､その捕食者である高次栄養段階の魚類の現存量を減らすことが重要であるo　そこ

で2000年の実験では､魚を減らしてDapjZnlaを放流した｡その結果､ DapJ]nlaは増えなか

ったが､魚を除去することでお堀の透視度は上昇した.)したがって､これは食物連鎖を介

したものではなく､魚による栄養塩の排出など､直接的な魚の影響が原因したものと考え

られたG

そこで本研究では､お堀の中に魚を除去したところ(除去区)とそのままのところ(魚区)

をつくり､お堀内の栄養塩の動態を2001年4月下旬から10月下旬まで観察したo

お堀の水は除去区から流入し魚区の流出口-と流れるo　水が流れていくにしたがい､水

中のリン酸態リン濃度は減少した.〕これはリン酸態リンが植物プランクトンに吸収された

ためだろう.,リン酸態リンに比べ､溶存態リン濃度二は除去区､魚区で大きな差はなかっ

た｡一方､全リン濃度では上流の除去区より下流の魚区で高くなった｡.お堀のような小さ

な水界では､懸濁物質量に対する風の影響は少ない._　魚区内にはコイ･フナ等が高い現存

量で生息していたo　コイ･フナといった魚は底生性で､水生昆虫や付着藻類を主に食べて
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いて､捕食行動に伴って多くの底泥や着生藻類が水中-と拡散される｡また､魚からの排

浬物も水中-と放出される｡その結果､多くの栄養塩が水中に回帰され､水の濁度が上が

ることになったと考えられるo

魚の現存量を減らすことで水中-の栄養塩の回帰量は減少するo　魚による水質-のボト

ムアップ効果の影響が大きいことが本研究で示されたといえる0

1 - 2- 2. ｢諏訪湖における沈水植物とその付着藻類の水質浄化作用｣

千田有美(理学部物質循環学科)　学位･理学士　[指導教官:花里孝幸]

卒業研究論文の要旨

水質や湖岸環境の改善が見られ始めた諏訪湖で､近年透明度の増加が起こっているo　そ

れに伴い､かつては失われた水草の分布域や種類が回復すること､またその水草の回復に

よって水質浄化がさらに促進されることが期待されているo　水草の持つ水質浄化作用には､

さまざまなものがあるが､特に以下の二つの作用に注目した｡.

1 ,水草が生えることによって風による湖水の撹乱を抑え､水中懸濁物質を沈降させる｡

2.沈水植物と付着藻類が湖水中から栄養塩を吸収して植物プランクトンの増殖を抑えるo

これらの作用を評価するため､諏訪湖沈水植物体での物理化学的環境要因の季節変化､

付着藻類量の季節変化､沈水植物の現存量､沈水植物と付着藻類の栄養塩吸収速度､沈水

植物帯での水中懸濁物質の沈降量を調べた｡

その結果､水草帯の方が水草のない沖よりも水中懸濁有機物質をより多く沈降させるこ

とが明らかになったo　水革帯の有機物沈降量平均値が10. 17mg/mZ/day､沖の同平均値が

6.60mg/m2/dayとなり､水草が生えている場合､静寂な一日では､水草のない沖よりも水中

懸濁有機物を3. 57mg/mZ多く沈降させていることがわかった.〕

付着藻類量は春から夏にかけて徐々に増加したが､秋になって水草が枯れはじめると急

激に増加した.〕

沈水植物と付着藻類の栄養塩攻収速度を測定したところ､付着藻類が着いたままの水草

は､付着藻類を取り除いた水草よりも栄養塩吸収速度が下がるという結果になった｡これ

は付着藻類が水草の活性を抑えることが原因と考えられたo

また､本研究で得た調査地における水草の現存量､約112gdw/m2と､水草の栄養塩吸収速

痩(全リン約250〃g/gdw/day､全窒素約800〃g/gdw/day)から､水草が最も繁茂している8

月の調査地1m2で､水草によって吸収される水中の全リン､全窒素はそれぞれ約30mg､ 90mg

であると推定された｡

水草帯と沖の水中クロロフィルa濃度は一時期を除いて沖の方が高い傾向を示した｡水

草は､水草自身が成長している夏の間はアレロパシー､栄養塩をめぐる競争を通して水中

の植物プランクトンの成長を阻害し､また湖水の撹拝を抑えて水中懸濁物質の沈降量を増

加させ､水質の浄化に貢献しているものと考えられる｡.そして秋になると､水草が枯れて

からは付着基体として付着藻類を増殖させ､水中栄養塩を吸収させることで再び水質浄化

に貢献していることが示唆された.:.
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2.実習

2- 1.公開臨湖実習･信州大学理学部生物科学科臨湖実習

8月6日(月)～11日(土)

対象:学部3･4年生

参加者数:11名(男:7名､女:4名)

実習内容:

諏訪湖(標高759m)調査

･湖沼観測法の実習､および水質(栄養塩等)分析

･動物プランクトン/底生生物の採集と分類/計数

･水草の採集と生物量の測定

･基礎生産力の測定

白駒池(標高2115m)/白樺湖(標高1416m)調査

･環境要因の測定

･プランクトン採集/観察

講義｢水草の生態学｣

｢動物プランクトンの生態学｣

2-2.放送大学面接授業:環境科学実習

8月17日(金)～18日(土)

対象:放送大学学生

参加者数:13名(男:9名､女:4名)

実習内容:

諏訪湖調査

･湖心および水草帯における環境要因の測定

･水質分析

･プランクトン/底生生物/水草の採集と観察

講義｢諏訪湖の生態系と水質｣

2-3.長野県総合教育センター:環境教育研修

9月4日(火)～5日(水)

対象:長野県教員

参加者数: 15名

実習内容:

諏訪湖調査

･湖心および水草帯における環境要因の測定

･水質分析

･プランクトン/底生生物/水草の採集と観察
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講義｢諏訪湖の生態系と水質｣

｢ミジンコを用いた水質浄化｣

3.セミナー

経済学部などが諏訪地域の企業について環境経営に関する社会実習を行なった際などに,

センターを利用してセミナーを行なったo　センター教官は学内外の学生セミナーの支援を

している｡

4.共通教育

専門基礎科目　実験生物学　　　　山本　雅道

5.社会教育活動

5-1,一般公開

2001年7月14日に山地水環境教育研究センター内で一般公開が行なわれた｡学生が

企画の中心となり､展示と解説および下記6課題について研究成果の発表を行なった｡

子供からお年寄りまで幅広い年代の見学者が訪れ､学生による分かりやすい解説がなさ

れ好評であった｡ 1日で1 00名を超える市民が見学に訪れた｡

一般公開･研究成果発表会演題

･有害化学物質と水環境　センター長　花里　孝幸　教授

･水草帯の生物群集　大学院　佐久間　昌孝

･諏訪湖でのミジンコと天敵の攻防　大学院　張　光弦

･ワカサギとミジンコの関り:白樺湖での研究　大学院　森山　豊

･稚魚とプランクトン　大学院　渡辺　次郎

･捕食者に対するワムシの戦略　大学院　永田　貴丸

5-2.公開講演会

2001年3月16日に｢今環境を考える｣をテーマとし､諏訪市文化センターで行なわれ

たo　第1部『市民生活と環境汚染』 ｢大気汚染物質-ディーゼル排気ガス粉塵の健康影響

-｣ :金沢大学大学院　自然科学研究科　教授　早川和一先生､ ｢焼却とダイオキシン類の

発生｣ :独立行政法人　国立環境研究所　循環型社会形成推進･廃棄物研究センター　循環

資源･廃棄物試験研究室室長　安原昭夫先生､第2部『経済活動と環境問題』 ｢地球温暖化

のための法的枠組みについて｣ :信州大学　経済学部　講師　長瀬-治先生､ ｢県下企業の

経済活動の現状と南信地区における実例｣ :多摩川精機代表取締役会長　長野県経営者協会

地球環境委員会委員長　萩原博幸先生に講演していただいたo　講演要旨は以下の通りであ

る｡当日スタッフを含め､のべ参加者は約120人であった｡
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5-2- 1. ｢大気汚染物質-ディーゼル排ガス粉じんの健康影響｣

早川和一:金沢大学大学院自然科学研究科教授

講演要旨

現在､日本人の死因のトップは癌であり､その中で最も多いのは肺癌です.｡しかも､肺

癌は都市域で多く､大気汚染との関連が指摘されています.=.自動車､特にディーゼル車は

ガソリン車よりはるかに多量の粉じんや窒素酸化物を排出し､都市ではこれら大気汚染物

質の主要排出源になっています.=.また､大気中に浮遊する粒子のうち､直径2.5Jlm以下の

微粒子の濃度が高いと死亡率が増加することが疫学的に明らかにされましたが､都市では

ディーゼル粉じんがこの2.5Jlm以下の微粒子の主要部分を占めると考えられています.A,さ

らに､ディーゼル排ガス粉じんは､ぜん息やアレルギー性鼻炎などの症状を増悪させるう

えに､動物に対する暴露実験で､生殖機能に影響を及ぼすことも明らかになってきましたL_.

ディーゼル粉じんには､軽油の燃焼に伴って生成する様々な有害化学物質が含まれおり､

その中には発癌性を持つ多環芳香族炭化水素(例:ベンゾ[∂]ピレン)やニトロ多環芳香族

炭化水素(例: 1,3-ジニトロピレン)があります｡.著者らの研究室では､これら有害化学

物質の超高感度分析法を開発し､それを駆使して国内外のいくつかの都市で大気調査を実

施してきました｡その結果､わが国の都市では､これら有害化学物質の主要発生源はディ

ーゼル車であること､大気中濃度は交通量に依存して変動すること､化学変化により新た

な発癌物質を生成することなどがわかりましたo　さらに､多環芳香族炭化水素の中にはベ

ンゾ[∂]ピレンなどのように､上述の生殖影響と強く関連する内分泌撹乱作用(いわゆる環

境ホルモン作用)物質があることも明らかになってきました｡

これら多環芳香族炭化水素やニトロ多環芳香族炭化水素は､有機物が空気中で燃焼する

ときに副生成する非意図的生成有害化学物質と呼ばれ､煙草煙にも含まれています... 2 1

世紀は､呼吸によって体内に入るこれら未規制有害化学物質に対する認識と対策が必要と

されます｡.

5-2-2. ｢焼却とダイオキシン類の発生｣

安原昭夫:独立行政法人　国立環境研究所　循環型社会形成推進･廃棄物研究センター

循環資源･廃棄物試験評価研究室　室長

講演要旨

ダイオキシン類は人間が作り出した最強の毒物とも呼ばれますが､どのような物質なの

でしょうか｡亀の甲とも呼ばれるベンゼン核2個が直接あるいは酸素原子をはさんで結合

した化合物で､塩素原子を多く持った物質の一群を指します｡カネミ油症の原因物質でも

あります｡全部で3 0 0種類以上もの化合物の総称ですが､強い毒性をもつ物質は数十種

類しかありません.ン

ダイオキシン類は塩素原子を持っていますので､塩素が存在するところでしか生成しま

せんo　塩素には食塩のような無機物に含まれている塩素と塩化ビニル樹脂のような有機物

に含まれている塩素があります.,.どちらの塩素もダイオキシン類を生成するのに一役かっ
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ていますo　さらに詳しく調べてみますと､塩素があるだけではダイオキシン類が生成しや

すいわけではなく､ダイオキシン類が生成するためには､もうひとつの条件が必要である

ことがわかりましたo　それは燃焼の中でベンゼン核が出来ることですo　ポリエチレンとい

うプラスチックはベンゼン核を持っていませんが､ポリスチレンはベンゼン核を持ってい

ます｡これらのプラスチックに食塩を混ぜて燃やしますと､ポリスチレンからはダイオキ

シン類がかなりできますが､ポリエチレンからはかなりあまりできません｡.しかし､ベン

ゼン核を持っていない物質でも不完全燃焼では､煤が発生します.〕この煤には多くのベン

ゼン核が含まれていますので､ダイオキシン類が生成しやすくなります｡結論として､食

塩を含む生ゴミや塩化ビニルなどのプラスチックを不完全燃焼状態で燃やすと､多くのダ

イオキシン類が発生することになりますo

焼却によって発生するダイオキシン類が環境中に放出されるダイオキシン類の総量のほ

とんどを占めていますが､呼吸によって私たちの体に取り込まれるダイオキシン類は僅か

であり､大半は食物を介して取り込まれます,,では焼却で発生したダイオキシン類はどの

ようにして､食物の中に移っていったのでしょうかo　ダイオキシン類が油に溶けやすくて

微生物や酵素で分解されにくい質であるため､食物連鎖によって動物性食品中に蓄積して

いったのです｡

5 - 2 - 3. ｢地球温暖化防止のための法的枠組みについて｣

長瀬　一治:信州大学経済学部経済システム法学科講師

講演要旨

2000年11月モロッコで開催されたCOP7では､京都議定書をもとに地球温暖化防止のた

めの具体的な制度とその運用にについてルールーが決められました｡くしくも､ 12月日本

の気象庁は､ 2001年の世界の平均気温が､ 1971から2000年の平均値より0.45℃高く､ 1880

年以降､ 1998年に次ぎ高温になるみこみとの予想を報告しました｡

一方で､わが国の経済界のなかにはアメリカが参加しない京都議定書が日本の経済や国

民生活に深刻な影響を及ぼすとして､日本の批准を反対する動きもみられますo　講演で

は､これまでの地球温暖化防止に向けた各国の取り組みを簡単に振り返り､気候変動枠組

み条約(154ヶ国が署名､ 1994年発効)､京都議定書(1997年)とCOP7での京都議定書運用ル

ール(2001年)を中心に､地球温暖化防止のための法的枠組みについて解説します､:.さらに､

環境税､排出権取引､環境会計などについても簡単な解説をこころみます｡

5- 2-4. ｢県下の企業の環境活動の現状と南信地区における実例｣

萩本　博幸　　　多摩川精機株式会社　代表取締役会長･長野県経営者協会　地球環境

委員会委員長

講演概要

･県下の企業が環境活動にどのように取り組んできたか.〕

･飯田版ISO14001､市民による天竜川の水質調査など
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5-3.センターを利用した社会教育活動

2001年度の山地水環境教育研究センター利用者はのべ1554名､木崎湖観測ステーショ

ン利用者はのべ110名であった｡センター利用者の内訳は調査･分析212名､実習･セミ

ナー1049名､見学･質問223名､総合学習70名であった｡ 5月に諏訪湖チャリティーウ

オーク(諏訪湖観察会)が開催され､ ｢湖沼浄化シンポジウム｣､ ｢日独環境まちづくりセミ

ナー｣と一体となり150名の見学者があった｡ 6月から10月にかけセンターを利用した実

習が行なわれ､各月とも100人を超える利用者があった｡ 12月には､県内各地で開かれた

｢どこでも知事室｣の一環として､センターにおいて田中康夫知事へ､諏訪湖の水質や生

態系について説明を行なった｡一方､木崎湖観測ステーションの利用目的は､調査･分析や

実習であり､全て日帰り利用であった0

6.教官の講演

6-1.花里　孝幸

1.高等学校教育研究会講演｢環境問題における"あちら立てればこちら立たず"｣ 2001年

6月29日.諏訪市.対象者:高等学校教諭,

2.高校教育研究会講演｢環境問題における"あちら立てればこちら立たず"｣ 2001年7月

21日.松本市.対象者:高等学校教諭.

3.諏訪湖ロータリークラブ卓話. 2001年8月23日.対象者:諏訪湖ロータリークラブ会

員.

4.底質浄化協会講演会｢湖を浄化することの意味-湖の浄化と生態系-｣ 2001年11月8

日.東京.対餐者:一般.

5.京都大学生態学研究センター研究会｢カイロモンのプランクトン群集-の影響｣ 2001

年11月29日.滋賀県草津市.対餐者:学生･研究者

6.京都大学生態学研究センター研究会｢諏訪湖における定期観測｣ 2001年12月3日.滋

賀県草津市.対象者:学生･研究者.

7,長野県立木曽高等学校講演｢諏訪湖の環境｣ 2001年12月14日.木曽町.対象者:高

等学校生徒.

8.国際ソロプチミスト諏訪卓話｢最近の諏訪湖について｣ 2001年12月20日.対象者:

国際ソロプチミスト諏訪会員.

9.諏訪理科研究会講演会｢諏訪湖の生態系の現状｣ 2002年1月26日.諏訪市.対秦者:

小中学校理科教諭.

10.水環境学会セミナー講演｢白樺湖におけるバイオマニピュレーションを用いた水質改善

の試み｣ 2002年2月23日.東京.対象者:一般.

ll.諏訪農業チャレンジ講座･女性農業者セミナー合同終了式特別講演｢農業と水環境｣2002

年3月14日.諏訪市.対象者:講座受講生.
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7.センター教官の社会における主な活動(各種委員等)

7-1.花里　孝幸

1.非常勤講師(大学院集中講義)　高知工科大学

2.第9回世界湖沼会議実行委員会委員　　滋賀県

3.水生生物保全水質検討会毒性評価分科会委員　　環境省

4.生態リスク評価委員会委員　　環境省

5.非常勤講師(環境科学実習)　放送大学学園

6.非特定汚染源専門委員会委員　　長野県

7.諏訪湖浄化に関する工法検討委員会委員　　長野県

8.非常勤講師(大学院集中講義)　東京農工大学

9.よみがえれ諏訪湖ふれあいまつり2001実行委員会委農　　民･学･官共催イベント

10.長野県環境影響評価技術委員会委員　長野県

7-2.山本　雅道

1.松本短期大学　介護福祉学科　非常勤講師

2.長野県林業大学校　非常勤講師

7-3.柳町　晴美

1.長野県公営企業経営審議会委員

7-4.宮原　裕一

1.ダイオキシン類のTDI検討ワーキンググループ　委員

2.独立行政法人国立環境研究所　客員研究員

3.戦略的基礎研究(CREST)遠山チーム　研究員

8.センター教官の学会における主な活動(各種委員等)

8-1.花里　孝幸

1.日本陸水学会:和文誌編集委員

2.日本生態学会:和文誌編集委員/将来計画委員会委員

3.日本プランクトン学会:評議員

4.日本環境毒性学会:学会幹事/編集委員
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Ⅱ.研究活動報告

1.研究活動

1-1.花里　孝幸

1.湖沼水革帯が作る環境と生物群集の解明に係わる研究

主に水草上を生息場としているマルミジンコ科枝角類の定量的なサンプリング方法

を確立し､諏訪湖の水革帯内におけるその枝角類の分布を調べた｡種により水草上と底

泥上で分布が異なること､彼らの個体群密度の季節変動には付着藻類量が重要な影響を

及ぼしていること､水草上に生息する枝角類の現存量はプランクトンとして水中に生息

する枝角類に匹敵するほど高いことが明らかになった｡

白樺湖に生息する水草付着ミジンコ(シののヨシ帯での分布を調査し､彼らの付着･

遊泳行動をコントロールする要因について実験的に解析した｡彼らの水草付着行動は魚

の捕食から避けるもので､付着･遊泳行動には光環境､餌環境が強く係わっていること

が示された｡

諏訪湖沿岸域に形成される水草帯と沖帯の比較で､水草帯では水中に存在する植物プ

ランクトン量は沖帯より少ないことがわかったo　これは､水草が風による水の擾乱を抑

制して植物プランクトンの沈降を促進したこと､付着藻類を増やして水中の栄養塩濃度

の低下に寄与したことが重要な要因と考えられたし.

2.生態系操作による水質浄化方法の開発に関する研究

白樺湖で過去に水質浄化の目的でニジマス稚魚と大型ミジンコDBPhnl'a g･aleataを

放流したが､その後の生態系と水質の変動を追跡した｡ 2001年の秋には放流した

Daphnl'Bの増加が見られ､ Daphniaが白樺湖に定着したことが確認された｡また､ワ

カサギの食性解析を行い､動物プランクトンに対するワカサギの捕食選択性を明らかに

した｡動物プランクトン群集にワカサギが強い捕食影響を与えていることが示唆されたo

高島城のお堀でコイやフナの現存量を削減して､それが水質に及ぼす影響を調べた｡

魚の削減は水中の全リン量を低下させ､水の透視度を上昇させたo　この結果は､コイや

フナなどの底生魚による捕食活動が底泥から水中-の栄養塩の回帰を促進し､それが水

質悪化につながっていたことを示した｡すなわち､コイやフナを減らせば､水質浄化に

つながることを示したことになる｡

3.諏訪湖の動物プランクトン群集における生物間相互作用の解明

諏訪湖では､優占する二種のゾウミジンコが､ケンミジンコやノロなどの無脊椎捕食

者に対し､行動や形態を変えるなど､異なる戦略を行使して被食率を下げていることが

明らかになった｡そして､これらの無脊椎捕食者との関係が､二種のゾウミジンコ個体

群の季節的変動に重要な働きをしていることがわかった｡また､無脊椎捕食者の個体群

動態には脊椎捕食者の魚(ワカサギ)が影響を及ぼしていることが示唆された.

ケンミジンコはワムシに対し､種に依存した選択食性を示すことを実験的に明らかに

した｡そして､それが諏訪湖でのワムシ群集の種組成の決定に重要な役割を果たしてい
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ることが示唆された｡

4.冬期のミジンコ個体群の動態の解明

湖における冬期の動物プランクトン個体群の動態を調べ､低温がミジンコの生活史特

性に及ぼす影響について実験的に解析した｡多くの湖ではミジンコの自由遊泳個体は冬

期に姿を消すが､これは低温そのものが要因とはなっていないことを示した｡このこと

から､冬期のミジンコの個体群動態には低温下での生物間相互作用が強く関わりを持っ

ていることが示唆された｡

1-2.山本　雅道

長野県の魚類の変遷について市町村誌から地方の研究誌等について情報を集積して

いる｡諏訪湖の漁獲量について戦後の変遷についてまとめた｡

1-3.柳町　晴美

1.長野県市町村別環境情報のデジタルマップ化

信州大学における2001年度｢自然との共生のための信州の自然災害･環境保全デー

タベースの構築と公開｣プロジェクトの一部として,自然災害の予測･環境保全のため

に有効な情報を広く共有･公開することを目的として,主に市町村別環境情報のデータ

ベース化,デジタルマップ化に関する基礎研究を行なった｡市町村別の自然,人文,社

会,経済,行政,土地利用などのデータを収集し,データによっては市町村別の値(市

町村役場所在地の気候値の抽出など)に換算,あるいは市町村別の比率(森林に占める

自然林率など)に換算する作業を行い,データベースソフトでの管理を可能とした｡さ

らに, GISにより各種デジタルマップ作成した｡

2.霧ヶ峰における積雪域の季節変化

温暖化の進行に伴う積雪域の変動は,水資源の将来予測にとって重要な意味を持つ｡

積雪域が気象条件によりどのような季節変化を示すのかを調査するための基礎研究と

して,衛星リモートセンシングデータをGIS　ソフトにより解析し,過去の積雪域の変

動を抽出することを試みた｡具体的には,霧ヶ峰付近における積雪域の季節変化を,

LandsatTMデータを用いて抽出するための指標を検討した0

1-4.宮原　裕一

1.諏訪湖底質中の有害化学物質の測定

着任後､既存の分析装置(GC/EDC,GC/FID)を調整･改良し､環境中有害化学物質

の測定準備を始めた｡さらに､学長裁量経費と科学研究費により試料濃縮用のロータリ

ーエバボレータ-を導入し､濃縮､精製､定量の一連の換作が可能となった｡そこで､

諏訪湖底質を試料とし､それに含まれる有害化学物質の検索を始めたo　その過程で､既

存の装置では､有機塩素系農薬の測定は困難であるが､多環芳香族炭化水素類の測定が

可能であることが判明し､その詳細な分析方法の検討に入った｡さらに､ 2002年3月
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に､ 1階管理人室を改造し分析実験室とし､ 3階の仮実験室から機器を移設するととも

に､学長裁量経費によってGC/MSを設置した｡これらにより､より精度の高い分析を

行なう環境が確立し､本格的に諏訪湖底質における有害化学物質の測定を開始した｡

2.生体試料中のダイオキシン類の測定

一方､国立環境研究所において､客員研究員およびCREST遠山チーム研究員として

生物試料中のダイオキシン類含量の測定を行ない､その成果を各種学会にて報告した｡

1-5.白石　寛明

肝臓で合成され血液を経由して卵に蓄積される卵黄たんばく質の前駆体であるビテ

ロゲニンは,雌に特異的なたんばく質である｡このたんばく質は,エストロゲンの作用

により雌のみならず雄にも誘導されることが知られている｡ワカサギの雄魚におけるビ

テロゲニン誘導をバイオマーカーとして用いる方法が検討した｡ワカサギの卵から,イ

オン交換カラムを用い精製した分子量120kDaのリボビテリンを主成分とするタンパク

質を免疫原とし､家兎に免疫してポリクローナル抗体を取得した｡この抗体を用いワカ

サギビテロゲニンの全自動ELISA法を構築した｡ビテロゲニン濃度の測定範囲を0.3-

60.0 ng/mLに設定して検討を行ったところ,再現性は測定内2.7-9.0%,測定間3.5-

5.3%と良好であり,また希釈直線性試験結果は93.9-103.4%であった｡本法における

ビテロゲニン最小検出濃度(2SD法)は0.08ng/mLとなった｡産卵時のワカサギを採取

し,肝臓ホモゲネ-ト中のビテロゲニン濃度を測定したところ,桧原湖のワカサギの雄

肝臓中ビテロゲニンは, 27個体中24個体が定量下限値以下であった｡ 3個体で検出さ

れた量は肝たんばく質量あたり2.5-13. 1ng/JngprOteinであった｡霞ヶ浦(11匹)および

諏訪湖(20匹)では全ての雄個体で検出され,そのレベルは霞ヶ浦で1.8-307 ng/lng (中

央値5.8mg/mg),諏訪湖で7.011590 llg/lng (中央値32.21皿g/mg)であったo　同時に捕獲

した雌(10匹)の濃度は, 2730-24400 ng/皿gであった｡諏訪湖において高値を示した雄

肝臓ホモゲネ-トには, E2曝露した雄ワかサギ血祭中に誘導されるたんばく質(120kDa)

と同一分子量のものが特異的に発現していた｡産卵期の雌や餌が自然界で魚類のビテロ

ゲニンを誘導する原因となることが指摘されており,本結果を内分泌撹乱化学物質によ

る作用であると結論づけることはできない｡今後,雌雄のビテロゲニン量のベースライ

ンやその季節変動に関するデータの収集と解析が必要であると考えられた｡

1-6.湖沼の定期調査

1-6-1.諏訪湖

山地水環境教育研究センターの前身の理学部附属諏訪臨湖実験所が1977年から続け

ている諏訪湖定期調査を2001年も行ったo　調査は諏訪湖湖心にて3月21日より12月

12日まで､隔週で行われた｡測定項目は､透明度､水温､溶存酸素濃度､ pH､光量子､

クロロフィル濃度､セストン量､各態窒素濃度､各態リン濃度､ CODで､その他に動

物プランクトン､底生動物､植物プランクトンを定量的に採集した0
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図1.に2001年の透明度の変動を示すo　諏訪湖は1960年代後半から毎年アオコの

発生に悩まされていたが､ 1999年からアオコの発生頻度が減り始め､ 2001年もその傾

向が続いた｡この年は､ 8月上旬までは目立ったアオコが観察されず､ 7月下旬には透

明度が150cmを超えた｡しかし､ 8月中旬に雨が降ったあとにアオコが発生し､透明

度は一気に50cmを下回るほど低下した｡ところが､アオコの発生は1ケ月ほどで収ま

り､ 10月には透明度が上昇に転じ､晩秋には2mに達した｡秋の透明度の上昇も最近

の傾向として見られ､諏訪湖が変わり始めていることを窺わせる｡

1-6-2.木崎湖

1 98 1年より行っている月1-2回の定期観測を2001年度も4月から3月まで実

施した｡観測項目は､透明度､水温､溶存酸素､ pH､クロロフィル量､セストン量で

ある｡また､動物プランクトンを定量採集したo透明度の2001年度の変化を図2.

に示した｡ 4月には約5mであった透明度は､ 5月より上昇し8月まで約9mで推移し

た｡その後､減少し9月から12月の間は約6mで推移した｡夏季にはペリディニュウ

ムがみられたが､赤潮の発生にはいたらなかった｡

2.研究成果報告

2-1.著書

1.安部祥人･岩田修二･小泉武栄･守屋以智雄･長沼信夫･田淵　洋･海津正倫･漆原和

子･柳町晴美･柳町　治:『自然環境の生い立ち　第三版　第四紀と現在』朝倉書店

(2002).

2.山本雅道(共著) : Lake Kizaki (fish分担)(2001).

3. Sekino, T.and T. Hanazato: Chapter 9 "ZooplanktonT-, In: Y. Saijo and HJItayashi

(eds.), Lake Kizaki, Backhuys Pllbl.,Leiden (The Netherlands), pp.301-312 (2001).

2-2.原著論文･総説

1, Hanazato T,: Pesticide effects on freshwater zool)1ankton: an ecological perspective.

Environ, Boll血, 112: 1･10 (2001),

2. Hanazato T., Fueki K. and Yoshimoto M.: Fish･induced life-history shifts in

thecladocerans Daphnia and SimocepharuS: are　they positive or negat,ive
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6.花里孝幸:環境変動が湖沼における動物プランクトン群集の構造と生態系の機能に及ぼ

す影響.日本プランクトン学会報,.48:62･65(2001),

7.花里孝幸:近年の諏訪湖における生物群集の動態研究の意義.陸水学雑誌, 62: 123-126

(2001).

8.花里孝幸･荒河　尚･佐久間昌孝･張　光玄･沖野外輝夫:諏訪湖の動物プランクトン

群集:群集構造と生態系における役割.陸水学雑誌, 62: 151･167 (2001).

9.花里孝幸:神に嘆かれた湖:湖水の変化した理由.科学, 71:92･99(2001).

10.安藤誠･塚原太一･花里孝幸･中本信忠･平林公男:諏訪湖におけるアカムシユスリカ

成虫の発生動態.信州大学環境科学年艶23: 67-72 (2001),
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12.花里孝幸:生態学から生まれた環境バイオ技術.エンバイオ, 1: 40-44 (2001).

13.柳町晴美: 2002.長野県市町村別環境情報のデジタルマップ化に関する基礎研究.莱

境科学年報一信州大学-, 24:143-146(2002).

14. Ishimura R., Ohsako S" Miyabara Y., Sakaue M.,. Kawakami T., Aoki Y., Yonemoto

J, and Tohyama C∴ Increased glycogen content and glucose transporter 3 mRNA

level inthe placenta of Holtzman rats after exposure to 2,3,.7,8･tetrachlorodibenzo･

p-dioxin, ToLXjcol, Appl. Fhaz･macol" 178(3): 161171 (2002).

15. Nishilnura N,.. Miyabara Y., Sato M., Yonemoto J, and Tohyama, C,:
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oral dose of 2,3,7,8･tetrachlorodibenzo･p-dioxin in female Sprague-Dawley rats.
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303(2001).

17.山本雅道･沖野外輝夫:諏訪湖の魚類群集:漁獲統計から見た変遷.陸水学雑誌,

62(3):249･258(2001).

18.高山光弘･山本雅道:階段式魚道におけるウグイの遡上行動.水産増殖, 49(1):1-7(2001).

19. Horiguchi TリUno SりShimizu M,, Shiraishi H. and Morita M,: Contamintion of

Organotin compounds and inposex in mollllSCSfrom Vancover,Canada. h'ce Scl'.Rep.

(2001).

20. Horiguchi T., Cho H.S., Shiraishi H., Kojima M., Kaya MリMorita M. and Shimizu
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21. Horiguchi T., Cho H.,. Shiraishi HH Kojima M., Morita M., and Shimizu M.:
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Contamination by organotion (tributyltin and t,riphenyltln) Cumpounds from

antifouling paints and andocrine disruption in marine gastropods. Focused New

7}ends BlrO- nTaCe Elem.Res. (2001).

22. Uno S., Shiraishi Hリ　Hatakeyama S. (Shigehisa), Otsuki A. and Koyama J.:

Accumulative Characteristics of Pesticide Residues in Organs of Bivalves

(Anodonta woodiana and Corbicula leana) Under Nat↓11･al Conditions.

A}℃kEnvl'ron. Contam. Toxl'col, (2001).

23.白石不二雄･白石寛明･西川淳一･曽家義博･佐野友春･彼谷邦光･西原力･森田昌敏:

酵母を用いたエストロゲン･アンタゴニストアッセイ系の開発と有機スズ-の応用.環

境化学, ll(1):65-73(2001).

2-3,学会発表

1.花里孝幸･康川春香:ミジンコの個体群動態に及ぼす異なったタイミングで投与した

殺虫剤の影響.第7回日本環境毒性学会･バイオアッセイ研究会合同研究発表会(東京).

(2001年8月.

2.張光弦･花里孝幸:枝角類に対するMesocyclops(カイアシ類)の捕食行動:実験的解析.

日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

3.佐久間昌孝･花里孝幸:諏訪湖水草帯におけるマルミジンコ類の分布一水草表面､水

中､堆積物上を比較して.日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

4.平林公男･花里孝幸･中本信忠:諏訪湖におけるアカムシユスリカ成虫の発生動態に

ついて,日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

5.佐治あずみ･棲井秀明･中里亮治･佐久間昌孝･花里孝幸:北浦および諏訪湖水草帯

における付着ユスリカ群集の動態.日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

6.牒井秀明･中里亮治･佐治あずみ･佐久間昌孝･花里孝幸:北浦および諏訪湖水草帯

に生息する魚類によるユスリカ幼虫の捕食について.日本陸水学会第66回大会(仙台).

(2001年10月).

7.森山豊･花里孝幸:ワカサギのサイズ選択的な捕食が白樺湖の動物プランクトン群集

に及ぼす影響,日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

8.張光弦･花里孝幸:諏訪湖における無脊椎捕食者の時･空間的分布:プランクトン群

集におけるその意義.日本陸水学会第66回大会(仙台). (2001年10月).

9.永田貴丸･花里孝幸:ワムシ群集に対する無脊椎捕食者及び魚の影響.日本陸水学会

甲信越支部会(山梨県勝沼町). (2001年12月).

10.戸田智子･花里孝幸:水草付着ミジンコSl'daの遊泳･付着行動に及ぼす要因の解析.

日本陸水学会甲信越支部会(山梨県勝沼町). (2001年12月).

ll.千田有美･花里孝幸:諏訪湖沈水植物帯における水質と付着藻類量の季節変化.日本

陸水学会甲信越支部会(山梨県勝沼町). (2001年12月),

12.上田旅也･花里孝幸:魚除去に伴うお堀の水質変化について.日本陸水学会甲信越支

-20-



部会(山梨県勝沼町). (2001年12月).

13.藤原好･花里孝幸:低温環境がDBPhnl'amagnaの生活史に及ぼす影響･日本陸水学会

甲信越支部会(山梨県勝沼町). (2001年12月).

14.北島晴美: LandsatTMデータを用いた霧ヶ峰付近における積雪域の季節変化.日本地

理学会発表要旨集No.60 : 163. (2001年).

15.掛山　正心･曽根　秀子･宮原　裕一･遠山　千春:ダイオキシンの経胎盤および経

母乳曝露による雄ラット性行動の変化と性行動に対する大脳新皮質の応答変化.日本

内分泌撹乱化学物質学会　第4回研究発表会要旨集p75, (つく妄動(2001年12月).

16. Miyabara Y., TakeuchiY., Nishimura N., Yokoi C., Ohsako S., Sone H., Yonemoto J.,

Tohyama C.: Effects of Arylhydrocarbon Receptor Gene on Distribution of 2,3,7,8-

Tetrachlorodibenzo-pIDioxin through Pregnancy and Lactation in Mice.日本内分泌

撹乱化学物質学会　第4回研究発表会要旨集p348, (つくを3) (2001年12月).

17. Nishimura N" Yonemoto a., Miyabara Y., Sone H., Ohsako S., Maeda S., Fujii-

Kuriyama Y,, Tohyama C.: Study on the Mechanisms of a Decrease in Circulating

Levels of Thyroxine in Response of 2,3,7,8-Tetrachlorodibenzo-p-Dioxin in Aryl

Hydrocarbon Receptor･Null Mice andTransthyret･in-Null Mice.日本内分泌擾乱化学

物質学会　第4回研究発表会要旨集p349, (つく明(2001年12月).

18. Choi JW., Miyabara Y,, Hashimoto S,, Suzllki N., Morita M.: TimeTrends of

PCDD/F and Coplanar PCBs in Japanese Human Adipose Tissue -Comparsion of

1970-71, 1994･96 and 2000.日本内分泌擾乱化学物質学会　第4回研究発表会,要旨

集p432, (つく古の(2001年12月).

19.宮原　裕一･竹内　陽子･遠山　千春:ディーゼル排気暴露によるPAHsのマウス体

内での分布,第42回大気環境学会年会,講演要旨集p440, (北九州) (2001年10月).

20. Choi JW., Miyabara Y" Hashimoto S., Suzuki N" Morita M.:TimeTrencls of

PCDDrF and Coplanar PCBs in Japanese IIIuman Adipose Tissue -Comparsion of

1970-71, 1994-96　and　2000. 21st International　Symposium on Halogenated

Environmental Organic Pollutants and Pops, Organohalogen Compounds. 52:

314･16. (Gyeongiu, Korea) (2001年8月).

21. Nishimura N,, Miyabara Y., Sato M,, Tohyama C., Yonemoto J∴Alternation in

Thyroid Function in Holtzman Rats Following Gestational and Lactational

Exposure to 2,3,.7,8･Tetrachlorodibenzo･p･I)ioxin. 21St International Symposium on

Halogenated Environmental Organic Pollutants and Pops, Organohalogen

Compounds. 53: 14-16. (Gyeongju, Korea) (2001年8月).

22. Miyabara Y., Ohsako S,, Nohara A" Tohyama C,, Yonemoto J.: Petal and Infant

Body Burden of 2,3,7,8-Tetrachlorodibenzo･pIDioxin Causing a ShortAnogenital

Distance and lmmunotoxicity　in　Male Holtzman　Rats. 21st International

Symposium on Halogenated Environmental　Orgamic Pollutants and Pops,
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Organohalogen Compounds. 53: 54･6. (Gyeongju. Korea) (2001年8月)･

23.雀　宰源･宮原　裕一･橋本　俊次･森田　昌敏:塩素化ダイオキシン類による人体

曝露評価: 1970年代から2000年までの経年変化.第10回環境化学討論会,講演要旨

集p304, (松山) (2001年6月).

24.宮原　裕一･竹内　陽子･小野　雅司･遠山　千春:毛糸を用いた大気モニタリング

に関する研究,第10回環境化学討論会講演要旨集p532, (松山) (2001年6月).

25.白石寛明･磯部友彦･今須淳子･安田克･篠田晶子･鈴木虜志･森田昌敏:環境中エ

ストラジオール関連物質のLC/MS仇IS分析におけるHPLC条件の最適化.第10回環

境化学討論会,講演要旨免p320, (松山)(2001年6月).

26.丸尾直子･白石寛明･今須淳子･高木博夫･森田昌敏:環境水中エストロゲン測定用

全自動EIA法の構築とその評価,第10回環境化学討論会,講演要旨集, p322, (松

山)(2001年6月).

27.白石寛明:内分泌撹乱物質の計測手法及び評価手法の開発.シンポジウム2001 ｢明日

をめざす科学技術｣科学技術振興調整費の成果を中心として.講演要旨集, p39 (東

京)(2001年10月).

28. Shiraishi H.: Chemical analysis of estrogenic compounds. SETAC

Asia/Pac,Symp.2001 Environ. Toxicol=　Chem. & Risk Assess. Asia/Pac. -Affect,

AnalyzeAssess- Abstracts, p43. (Ⅹanazawa)( 2001年11月),

29. Hashimot,o S,, Cho S.MリKurihara 氏., Strusmann C., Uozumi M., Yamakawa H.,

Yamasaki T,, Soyano K., Shiraishi H., Morita M∴ Gonadalabnormalities in wild

Konoshiro gizzard shad (Konosirus punctatus)from Tokyo Bay,Japan. SETAC

Asia/Pac.Symp.2001 Environ. Toxico1., Chem, & Risk Assess.Asia/Pac. ･Affect,

AnalyzeAssess･ Abstracts, p65, (Kanazawa)( 2001年11月).

30. Kurihara R., Bessyo H., Strussmann C= Yamasaki T., Soyano A., HaraA., Shiraishi

H,, Morita M., Hashimoto S.: Gonadal observation ofBigeye tuna(Thunnus obesus)

collected in the North Pacific. SETACAsia/Pac,Symp,2001 Envil･On. ToxicolH Chem,

& RiskAssess.AsiaIPac. ･Affect,AnalyzeAssess･ Abstracts, p99, (Kanazawa)( 2001

年11月).

2-4.報告書

1.花里孝幸ほか:地球温暖化の日本-の影響2001.環境省地球温暖化問題検討委員会

温暖化影響評価ワーキンググループ報告書. 459pp. (2001).

2.花里孝幸･沖野外輝夫･林秀剛･小野里担･高田啓介･戸田任重･朴虎東･BomchulKIM ･

Tae-SeokAHN ･田中晋･福原晴夫:日本海隣接国における淡水域生物多様性の比較検

討.平成11-13年度科学研究費補助金(基盤B(2))研究成果報告書. 207pp. (2002).
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3.研究費受け入れ

3-1.科学研究費補助金

1.花里孝幸:日本学術振興会､科学研究費帆諸金(基盤研究B(2)) (研究代表者､継続) ｢日

本海隣接国における淡水域生物多様性の比較検討｣ (課題番号: 11695073)

1,500千円

2.宮原　裕一:日本学術振興会､科学研究費､奨励研究(A) (研究代表者､新規) ｢ディ

ーゼル排気曝露動物体内での水酸化多環芳香族炭化水素の生成に関する研究｣ (課題番

号: 13771425･00) 1,100千円

3-2.学長裁量経費

1.ロータリーエバボレータ-

845千円

プロジェクト概要

諏訪湖州水域において､河川水および河川底質中の残留性有機塩素化合物の分析を行い､

多環芳香族炭化水素の分布を明らかにした｡ロータリーエバボレータ-は､試料調整の

･際､河川水および河川底質抽出溶液の濃縮と精製に必要とされた｡

2.山地水環境教育研究センター公開講演会

735千円

プロジェクト概要

2002年3月16日に､市民の環境教育を目的とした公開講演会を諏訪市文化センターで

開催した｡講演会は二部構成とし､講師と演題は以下の通りであった｡

第1部『市民生活と環境汚染』

｢大気汚染物質-ディーゼル排ガス粉塵の健康影響-｣早川和一(金沢大学･教授)

｢焼却とダイオキシン類の発生｣安原昭夫(国立環境研究所･研究室長)

第2部『経済活動と環境問題』

r地球温暖化防止のための法的枠組みについて｣長瀬-治(信州大学･講師)

｢県下企業の環境活動の現状と南信地区における実例｣萩本博幸(多摩川精機･会長)

3-3.共同研究費

花里孝幸(分担者) :日本学術振興会､科学研究費補助金(基盤研究B(2)) (研究代表者:

花木啓祐(東京大学･教授)) ｢異種環境負荷間のトレードオフを考慮した水環境改善対策

の評価手法の確立｣
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Ⅲ.センター活動記録

1.センター活動日誌

表1.センター日誌 

年 佇糴?｢�事項 

2001 釘���信州大学山地水環境教育研究センター発足 

4/2 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

5/15 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/10 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/14 �5ｨ985��ｸ自Lｨﾏh､｢亥����)o����kﾂ��

7/23 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

7/26 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

9/ll �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

8月 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5���Jﾘﾗ2�

9/7-8 �.h-ﾘ*ｨ*h.ｩ�ｩdｸﾌ�-8.ｨ*�*(-ﾈ,(.�,�5ｨ985��ｸ5�5�6(7B隗y�h*ｨ�����

10/1 亶ｸﾋIuH耳�ｻ8�����zy�仄ｸﾊHｸh��*ｩ(YD2�

10/2 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

10/19 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5x/��eU$ﾈ,X､ｩ�ﾒ�

10/22 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ,�,H�8ﾆh�H処*ｹ��*ｸ5ｨ985��ｸ､ｨ��/��ｩdｲ�
市RAKO華乃井ホテルにおいて開催､滋賀県琵琶湖博物館館長(京都大学 
名誉教授)川那部浩哉先生による記念講演｢山地水環境教育研究センター 
こ期待すること-湖の環境と人々の生活-｣(参加人数約100名) 

11月 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��)Jﾘﾗ2�

12/6 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

12/12 �5�5�6(7H7籀6X48984��

12/18 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｹ_ｨ��ﾈ��･�uﾉf��X橙��c�����

12/18 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸｻ8ｪ��2�

12月 彦�ﾆﾇF�蹤W&��F柳���7儲��6遊ﾖ�&庸W&�襯ﾆ�ｶTV軫�&�ﾖV蹌ﾅ6V6�B�
Circu)arandCa‖forPapersを発行 

12/26 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

12/26 �69(hﾔ餮i+ynﾈﾊy&ﾘ馼*ｩx嬰ｲ�

2002 ���ﾂ�山地水環境教育研究センター運営委員会(sUNS不調のため中止) 

1/28 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2/18 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ戊�8効醜橙�

2/18 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

2月 �5ｨ985��ｸ6ｨ8X�ｸ5��9Jﾘﾗ2�

3/7 �5�5�6(7H7��ｸ6X4(984��

3/16 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ皦ﾜ:I�c����ﾘ�)�Xｧx�)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸb�センター公開講演会を諏訪市文化センターにおいて開催(参加人数約120 
名) 
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2.マスコミへの掲載

表2.センタ一関 剪B新聞記事一覧(1) 

年 佇糴?｢�新聞社 亢ﾈ馼5�486x8ｲ�

2001 釘�#B�信濃毎日新聞 ��cH��?ｩ<hｬ(ｺｸ-ﾈ+�,8*ﾘ.�5ｨ7�6��ｸ-b�
実行委員会が事前学習会 

4/27 ��ﾙEｪI+ynﾂ�高島城お堀で大型ミジンコを利用した水質浄化実験 

5/6 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪保健所調査結果 
諏訪湖の水質改善傾向目標下回るリン数値 

5/10 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�しゆんせつに替わる新たな浄化策を探る検討委員会 

5/ll �<yHI�i[r�ユスリカ頬激減信大が諏訪湖湖底生物を調査 

5/17 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖と天竜川一帯の｢環境｣をテーマに ｢諏訪-天竜プロジェクト｣ 

5/24 �<yHI�i[r�白樺湖のアオコ対策､音無JHここジマスの稚魚放流 

5/28 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�湖沼浄化シンポ 
まちづくりセミナーは環境考え諏訪湖ウオーキング 

5/28 倡9j��i[r�高島城の堀.浄化実験 

6/8 �+ynﾉ?ｩ_��諏訪湖のユスリカ減るえさとなるアオコ減少が要因か 

6/15 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�第-回諏訪湖浄化に関する工法検討委員会 

6/23 ��ﾙEｪI+ynﾂ�高島城の堀､水質浄化へ魚を除去 

7/2 �*�?ｩ�i[r�この人に聞く｢工法検討委員会｣委員花里センター長 

7/15 ��ﾙEｪI+ynﾂ�センター一般公開 
生態系知り諏訪湖の現状など理解深める 

7′24 �+ynﾉ?ｩ_��ミジンコ浄化効果は高島城堀で実験始まる 

7/27 �+ynﾉ?ｩ_��猛暑なのにアオコ少なめ｢水質浄化の証拠｣ 

8/4 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�アオコが減った諏訪湖栄養源流入減浄化策成果か 

8/19 �+ynﾉ?ｩ_��アオコ"本領"雨降って一気に発生 

8/31 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�第二回諏訪湖浄化に関する工法検討委員会 

9/5 �+ynﾉ?ｩ_��アオコやっぱり減った例年以上の透明度 
少雨高温と浄化効果か 

10/8 �*�?ｩ�i[r�諏訪湖の水きれいになってきた課題は｢非特定汚染源｣ 

10/18 �+ynﾉ?ｩ_��ユスリカ減少傾向諏訪湖浄化の効果? 
今年の大量発生はない 

10/23 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�センター開所記念式典 

ll/8 �<yHI�i[r�世界湖沼会議生態系操作で水質改善 

ll/13 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�第九回世界湖沼会議滋賀で開幕 

ll/21 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�世界湖沼会議 
湖の環境保全｢子供が主体的にかかわる機会に｣ 
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表2.センター関連新聞記事一覧(2)

辛 佇糴?｢�新聞社 亢ﾈ馼5�486x8ｲ�

2001 免ﾂ�#r�長野日報 ��h蓼���ｩdｸﾌ��(嶌,亊h+x.儘嬰�ﾉ�:(効醜橙�

ll/30 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�高島城の堀水質浄化実験泥中のリン魚が水中- 

12/20 �+ynﾉ?ｩ_��花里センター長講演｢湖は確実に浄化に向かっている｣ 

2002 ���#B�信濃毎日新聞 �*ｸ.ｨ*(,��ｩdｸﾌ鞋I�h訷+(+ﾘ*b�
リン平均値環境基準クリアの見通し 

1/27 ��ﾙEｪI+ynﾂ�花里センター長講演｢諏訪湖の生態系の現状｣ 

2/12 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�大学サバイバルr信M学｣確立に意欲 

2/3 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�諏訪湖今冬はr明けの海｣八剣神社奉告祭 

3/14 ��ﾙEｪI+ynﾂ�しゆんせつ｢浄化に一定の効果｣｢環境影響小さい｣ 

3/14 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�環境問題住民行動を 
信大山地水環境教育研諏訪市で16日講演会 

3/17 �+ynﾉ?ｩ_��地域住民にわかりやすい情報提供を 
初のセンタ-公開講演会 

3/18 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�信州の研究室から 
白樺湖で試みた｢バイオマニピュレーション｣ 

3/20 ��ﾙEｩh�?ｩ�i[r�沖野外輝夫前諏訪臨湖実験所所長講演 
r諏訪湖はよみがえるか｣ 

3/29 �+ynﾉ?ｩ_��オオユスリカ発生始まる 

3/31 �+ynﾉ?ｩ_��退官する沖野外輝夫前諏訪臨湖実験所所長 
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3.センターニュース

しんしゅうだいがくさんちみずかんきょうきょういくけんきゅう

信州大学山地水環境教育研究センターニュース
平成13年8月発行

ご挨拶

No.1

信州大学山地水環境教育研究センター

〒392-0027

長野県諏訪市湖岸通り5-2-4

TEL.0266-52-1955

512-4､ kogandori､ Suwa､ 392-0027､ Japan

信州大学山地水環境教育研究センター長　　　花里　孝幸

信州大学山地水環境教育研究センターは､学内共同利用センターとして本年4月1日に誕生しました｡ 36年間の

歴史を持ってきた理学部附属諏訪臨湖実験所が改組され､理学部と経済学部が中心となってつくられたものです｡

施設は諏訪湖畔にある臨湖実験所をそのまま受け継ぎました｡

組織は教官4名(教授2,助教授1,助手1)､技官1名からなり､陸水生態系部門と水環境保全部門の2部門を

持っています｡陸水生態系部門はいわば基礎部門で､湖沼パ可川などの水環境と人間活動との相互関係を研究

し､水環境問題を顕在化させ､その発生メカニズムの解明をめざしています｡一方､水環境保全部門は応用的な

部門で､陸水生態系部門の成果を取り入れながら､悪化した水環境の再生･修復手法の開発研究を進めていま

す｡その際､自然科学的視点だけでなく社会科学的アプローチも取り入れ､政策提言としても有効性を持つような

手法作りをめざします｡

センターではこれらの研究成果を基に､学生の実習や研究指導などの教育活動を行い､また公開講演会､環境

政策フォーラムなどの開催等を通じて積極的に地域に対して発言活動を行っていこうと考えています｡

21世紀は水の世紀といわれており､これまで以上に淡水資源の重要性が増すと考えられています｡その貴重な

淡水資源を有している河川や湖沼は､現在､富栄養化や有害化学物質汚染など､様々な環境問題を抱えています｡

これらの問題を解決し､良質の淡水資源を守ることが今後ますます重要な課題となります｡特に多くの水源地を抱

る山国である長野県は､その重要な責務を負っているといえましょう｡山地水環境教育研究センターはこの課題に

立ち向かっていきます｡

当センターは諏訪湖を始め多くの湖沼や河川がある諏訪地域に立地し､宿泊施設(最大30名宿泊可能)を持っ

ています｡したがって､フィールドを生かした学生の環境実習の場として優れています｡これからは多くの学部の教

育に利用していただくことを望んでいます｡また､地域社会への貢献もセンターの重要な役割と考えております｡そ

の一環として､この7月14日(土)にはセンターの施設の一般公開を行いました｡そこでは､市民に対して湖沼の生

物の展示･生態系の解説を行い､またセンターで研究を行っている大学院生の研究発表会も開催しました｡当日は

多くの市民が来所してくださり､市民の水環境に対する関心の高さ､そしてセンターに対する期待の強さを感じまし

た｡

山地水環境教育研究センターは生まれたばかりですが､センターのスタッフが一丸となって様々な課題に積極的

に立ち向かい､努力する所存です｡みなさまのご支援･ご協力を賜りますようお願い申し上げます｡

センター専任職員

センター長　陸水生態系部門教授　　花里　孝幸　　　　　　　助手　山本　雅道

水環境保全部門教授　　柳町　晴美　　　　　　助教授　10月1日　着任予定

技官　　　　　　　　　小河原　誠
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当センターでは平成13年度に次の行事を予定しています｡

センター一般公開(済)

日時　平成13年7月14日(土)10:00-16:00

場所　信州大学山地水環境教育研究センター

内容　展示と解説､研究成果発表会

公開臨湖実習(募集済)

日程　平成13年8月6日(月)-11日(土)

場所　信州大学山地水環境教育研究センター

内容　他大学の学部3･4年次生を対象にした陸水生態学実習

開所記念行事(予定)

期日　平成13年10月22日(月)

場所　信州大学山地水環境教育研究センター

内容　学長による看板上掲､開所式と記念講演会

第1回公開講演会(予定)

期日　平成14年2月

場所　諏訪市

内容　市民向け講演会

同u大事

山地水賓境教育研究センター

[一般公開]

2001年7月14E3t土)

(入場無料:お気矧こお越しください)

鼻息_£農農
10:0〇′-1 600

題浩碧鞍誉誓幾弧艶　∃
訣萱草A向島春や手許もあるJ= I j

｢ー～-　【　ーII-J ~~ ~…~M M--～　　　｢･　　　gL jiR_恭一鼻-患丘　　　.

1 3:00,-1 500

酬榊`深緑脚tr''卜で

租紺と軸先

決缶FE河岸題り5-2-4
PII t7
山地ポtL地育研究センター
St5　0266-52-1955

一般公開ポスター

広報活動　ホームページの整備充実(進行中) :ホームページに､施設の紹介や利用案内等について掲載する｡

広報紙(センターニュース)の栄行(第1号本紙)

本センターは利用規定に基づき学内外者の利用が可能です｡詳しくは､信州大学理学郡内､信州大学山地水環

境教育研究センター事務係にお問い合わせください｡

活動予定にもありますが､ 7月14日(土)に山地水環境教育研究センターの一般公開を行いました｡

-般公開パンフレノト

声二重…　=-:童…　nIJiT.i J=._-
_　(二｢
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一般公開の様子
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信州大学山地水環境教育研究センターニュース
平成13年11月発行

No.2
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SHMSHU UNlVERSm

信州大学山地水環境教育研究センター

〒392-0027

長野県諏訪市湖岸通り5-2-4

TEL.0266-52-1955

5-2-4､ kogandori､ Suwa､ 392-0027､ Japan

10月1日付けで宮原裕一助教授が赴任し､センターのスタッフが充当されたのを期に､ 10月22日(月)学長による

掛額式と､諏訪市町村長や地元企業のかたがたをお招きして､開所式および記念式典を行いました｡

記念講演として滋賀県立琵琶湖博物館館長川那部浩哉先生による｢山地水環境教育研究センターに期待する

こと-湖の環境と人々の生活-｣と題する記念講演をいただきました｡

J'=上ナ:毒.i

山湖東苛克己.I:Ij,1品3こせンタ-

､√遷･.

Research and Education Center for Tnlandwater Envirollment,

SlllnSbu Universlty
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開所式に合わせて信州大学山地水環境教育研究

センターのパンフレットも作成しました｡



川那部先生講演要旨

1.諏訪湖の研究の雁史

諏訪湖に闘する文献は古くからあり､もっとも

石室.なものは御み渡りの記録である｡また､

1800/Ll:･代後Ll'･･よりさまざまな研究の対象とい

されてきている0

2.訓ii:JJ-湖のrJ-敬
物質1Jrl環的にはTfTl'白いが､tf:.物の種類的

にはあまり面白くない｡というのも固有種と呼

べるものが1亜種しかないためである｡しか

しながらこの1亜種は1960年代に絶滅したと

され日本で絶滅した魚種の申に入れられて

いる｡

3.湖の研究

潮はまとまったlつの塊と考えられるが､湖は川の膨らんだものであり､周辺の森11＼や川畑まで含んだものとして考

える必要がある｡淡水は地球上で仙'浮1ミしており今IJl:紀は水のLH_紀と言えよう.水環境は､周りの宕･r:観や文化/l:.

態系を考えないと捕らえることはできない..人文FI･J芋'･的なItrT-でのJfLriらえ方も必要とされる0

4.訓掃射刷と琵鎚捌

現在の諏訪湖の水;r-'t;を琵琶湖と比べると､諏訪湖のほうが悪いCしかしながら､きれいにするのは､琵琶湖と比

べてはるかにやさしいことであろう｡集水域の)くささや人口､水の入れ林わりを考えると､琵琶湖と比べてはるか

にやさしいことであろうと考えられる

5.今後のセンターについて

今後山地/)(環境教育センターには､イ甜 日大学だけでなく､長野リ;lĴJのさまざまな施設を収り込めるような山地の

環境学を作り出すようなセンターとなってもらいたい｡

今後の予定

当センターでは今後センター講演会のF冊H=掠2002年2-3)=l中にFj旧rf!_する-1,定でおります｡ 講前会では､人文的な

血から環境と政治､堺境と経済等について､白黙科学面から環境撹乱物質やイ鳥 :物質の挙動についての講油を

予定しています｡詳細は決定次第お知らせするT,定ですo

ホームページ開設のお知らせ

山地水域.i境教育榊究センタ-のホームページをJ1㍍ILLましたc

UrHihltp//www.wilter.SllIllShu-U.iLC.jpです｡JIJf軟 充実をLtilりますのでお気づさの点がございましたらお知らせくださ

い｡

I紬9-r式をったえる新ri腔LHi信淡袖11新例10/23
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信州大学山地水環境教育研究センターニュース
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信州大学山地水環境教育研究センター

第1回公開講演会のお知らせ

山地水環境教育研究センターは昨年4月に誕生してまもなく一年になろうとしています｡センターは水環境保全に

関し､ ｢教育｣ ｢研究｣ ｢地域貢献｣ ｢国際交流｣の四つの課題の推進をめざしています｡その中の地域貢献で

は､地域行政に対して積極的な政策提言を行うと共に市民の環境教育の推進も重視しています｡そして､この市

民の環境教育についての具体的な活動として､この度､公開講演会を開催することにいたしました｡これは､現代

の環境問題について､その問題発生のメカニズムや対策等について市民にわかりやすく解説しようというものです｡

環境問題は今や大変身近なものとなっています｡それゆえ､その対策は行政に任せるばかりではなく､市民がそれ

ぞれで考え､行動することが求められています｡そのためには､市民が様々な環境問題についての新しい情報を

得る必要があります｡それを手助けしようというのがこの講演会の目的です｡

講演会は今後定期的に開催することを考えており､今回はその第1回となります｡今回の講演会ではテーマを二

つ挙げました｡一つは｢経済活動と環境問題｣で､もう一つは｢市民生活と環境汚染｣です｡センターでは前身の

理学部附属臨湖実験所時代から自然科学的視点で環境問題を捉えてきましたが､それに社会科学的視点も取り

入れていくことも課題としています｡そこで､環境と経済活動の関わりを今回の重要なテーマとしました｡また､セン

ターでは､今後環境ホルモン物質などの有害化学物質による水界の汚染とその生態系影響評価を中心的な研究

課題の一つとして取り組んでいきます｡そのため､環境汚染物質についても考える機会を持つことにしました｡本

講演会では二つのテーマそれぞれに二人の講師をお招きし､お話を伺うことにしました｡多くの方々にご参加いた

だき､環境について考える機会を持っていただければ幸いです｡

花里　孝幸　　信州大学山地水環境教育研究センター長
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信州大学山地水環境教育研究センター　第1回公開講演会　ご案内

期日:2002年3月16日(土)午後1時-5時

場所:諏訪市文化センターホール　　(諏訪市湖岸通り5-12-18　Tel.0266-58-4807)

講師と演題
1. ｢市民生活と環境汚染｣ 13:00-15:00

早川　和一(金沢大学　大学院自然科学研究科　教授)

｢大気汚染物質-ディーゼル排ガス粉塵の健康影響-｣

安原昭夫( (独)国立環境研究所循環型社会形成推進･廃棄物研究センター循環資源･廃棄物試験評価研究室長)

｢焼却とダイオキシン類の発生｣

2. ｢経済活動と環境問題｣ 15:00-17:00

長瀬　-治(信州大学経済学部経済システム法学科　講師)

｢地球温暖化防止のための法的枠組みについて｣

萩本　博幸(多摩川精機(秩)代表取締役会長　長野県経営者協会　地球環境委員会委員長)

｢県下の企業の環境活動の現状と南信地区における実例｣

交通案内

諏訪市文化センターは､山地水環境教育研

究センターの東側にあります｡上諏訪駅より徒

歩10分です｡また､駐車場も充分にあります｡

最近の話題

昨年12月26日に長野県の田中康夫知事がセンターを訪

問されました｡

知事は施設見学の後､会議室にて花里センター長から

諏訪湖の現状についての説明を受けました｡その後､セ

ンターの教職員､学生を交えて懇談し､諏訪湖の浄化対

策などについて意見を交わしました｡

センター学生とのツーショット
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2001年7月14日(土)の一般公開の様子です｡

2001年8月6日-11日公開臨潤実習を行いました｡

10月22日(月)に開所式･記念講演及び記念式典を行いました｡記念講演を､琵琶湖博物館館長の川郡部浩哉先生にお願いしました｡

12月26日には田中康夫長野県知事が来所し､

諏訪湖の現状について懇談しました｡
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3月16日(土)は､第-回公開講演会を開催しました｡



4.センター利用状況

表3.センター日帰り利用者(1)

年 佇��ﾉ?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者数 

2001 釘�#2�民間団体､県職員 �5ｨ7�6��ｲ�30 

4/25 冕�I&9�ﾊHﾊy�X蹴�セミナー �3��

5/23 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ��"�

5/23 �>ﾈ��=ﾈﾘ(ﾕ｢�見学 ���

5/26 �=驂x����Xｧr�セミナー �2�

5/27 ��ｩdｸﾌ�6�888ｨ6X4(�ｸ4X4��ｸ4��見学観察 ��S��

6/2-3 ��ﾘ�)�Xｧxﾆ��yYB�セミナー 鉄��

6/8 �?ｩgｹ�Xｧr�問合せ ���

6/9 ��ﾘ�)�Xｧy[iyﾘｧyYF�"�見学 ��B�

6/13 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 釘�

6/23 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYB�セミナー 途�

7/4-5 冖ﾈﾌ8夐�Xｧr�調査 �"�

7/6 ��9�ｩdｹ(hｧxﾕ｢厭��総合学習 迭�

7/6 ��9�ｩdｹ(hｧxﾕｨt��総合学習 澱�

7/2一一4 弍)Xﾉ�Xｧr�分析 �2�

7/13-14 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 釘�

7/14 �ｩLｨﾏh､｢�見学セミナー 宙ｴﾉkﾈ�"田2�

7/16 冕Y}i(hｧxﾕ｢�総合学習 釘�

7/18-19 �7�8H7ﾒ茜B��調査 �"�

7/24 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYB�分析 釘�

7/25 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 �2�

7/30 �i�ｸ�8ﾏij���セミナー ��b�

7/31 �8ﾈｹ隗xﾇﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYB�セミナー �#��

8/2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 �2�

8/8 �ｩ�ｩdｸ��(hｧxﾕ｢�問合せ ���

8/10 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

8/ll �5(�ｸ7i+ynﾈｬ(ｺｸｨ�:闌�X橙�セミナー 唐�

8/27 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

8/27-28 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怕�"�調査 �"�

9/1-3 亊異��調査 澱�

9/5 ��ﾓC���XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 ���

9/7 ��ｩdｹ&霎iyﾘ怦�薰�セミナー 澱�

9′10 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 �2�

9/17 ��9�ｩdｹ(hｧxﾕ｢�総合学習 澱�
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表3.センターE]帰り利用者(2)

年 佇糴?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者数 

2001 湯����信州大学理学部物質循環学科 兒ｩ�ﾒ�2 

9/26 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/4 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

10/14 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �"�

10/18 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/20 ��=�ｸﾘ(ﾕ｢�セミナー 鼎��

10/22 伜)&��Xｬ(ｺｸｻ8支ﾊHｸh5ｨ985��ｸ､ｨ���見学 �3��

10/23 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 �2�

10/23 ��ｩdｹ8ﾈｹ騫ﾘ怏�Xｧr�調査 ���

10/24 ��ｩdｹ&霎iyﾘ怦ｻ9t��見学 ��"�

10/27 ��8,ﾈﾋH抦ｧxﾕ｢�総合学習 釘�

10/30 ��ｩdｸ�84ｸ�ｸ8ｸ5�4ｨ4X6r�問合せ ���

ll/13 �+ynﾈﾊxﾘ(ﾕｩ&騫ﾘｻ9t��見学 ����

ll/20 �(h�(抦ｧxﾕ｢�総合学習 迭�

ll/24 ��ｩdｹ(hｧxﾕ｢�総合学習 ���

ll/29 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�調査 ���

12/3 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�見学 �2�

12/15-16 倡9j�&9�ﾂ�セミナー ��"�

12/26 �69(hﾔ餮i+ynﾈﾊy&ﾘ馼,x+�,X.�&ﾘ馼��視察 �3��

2002 ����信州大学付属小学校6年 ��ﾘﾘxｧx��39 

1/15-17 俛�zxｬ(ｺｸﾊHｸh��セミナー �#r�

1/25 ��ﾘ�)�Xｧy��査ｧyYB�分析 �"�

2/20 �5(�ｸ7i+ynﾈｬ(ｺｸｨ�:闌�X橙�セミナー 澱�

3/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�分析 迭�
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表4. 冦萎偉�5�6X�ｸ5h8x99?ｨｴ�.謁駅��"�

年 佇糴?｢�利用者(所属) �>�vR�参加者数 

2001 釘��信州大学理学部物質循環学科 �.葦ｩ+(ﾛ��4 

4/14 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 澱�

4/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 澱�

5/7 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 ���

5/17 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 迭�

5/23 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 ���

6/22 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 迭�

6/29 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 �"�

7/12 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 釘�

7/12 仞��(ﾆ���Xｧr�調査 ���

7/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 澱�

8/31 ��ﾓC���XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 �"�

9/8 ��ﾔｦﾆﾉ�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 ��B�

9/19 ��ﾔﾙ�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 �2�

10/8 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 �#B�

10/20 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 �"�

ll/1 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 ��"�

ll/3 ��ﾘ�)�XｧyE�yYB�調査 ���

ll/4 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 釘�

ll/19 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 釘�

12/10 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�定期調査 釘�
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表5.学生実習などセンター宿泊利用者 

年 佇��ﾉ?｢�利用者 �>�vR�参加者数 

2001 迭�#ふb���東京大学理学部地学科 �+(ﾛ��20 

6/16-17 ��ﾘ�)�Xｧxﾆ��yYB�セミナー ��b�

6/18-22 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怦t��実習 ��R�

6/25-30 �8ﾉdﾙ�XｧyyﾘｧyYI�iZ逢x怦t��実習 ��R�

7/23-27 弍)Xﾉ�Xｧyzﾈ刺ｬ(ｺｸﾊHｸh5ｨ985��ｲ�分析 ���

7/23-25 冖ﾈﾌ8夐�Xｧy&雕Y�X�ｬ(ﾊHｸh5ｨ985��ｲ�分析 釘�

7/24-31 �8ﾉfｹ�XｧyyﾘｧyYB�調査 釘�

8/1-6 ��hｨ9�Xｧxｻ8支ｧyYB�実習 ��b�

8/6-ll 佰h､ｩ}Xﾌ韲���実習 ��B�

8/8-9 �?ｩgｹ�XｧyyﾘｧyYB�調査 �2�

8/17-18 兩ｩ�y�Xｧr�実習 ��2�

9/2-3 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYB�セミナー 途�

9/4-5 �+ynﾈﾊxｻ8支5ｨ985��ｲ�実習 ��B�

9/5-7 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 �3b�

9/12-15 凛y�9�Xｧy&雕Xｬ(ｺｲ�実習 �#R�

9/13-14 ��8圸�XｧyyﾘｧyYB�調査 �"�

9/21-22 �����Xｧxﾔ逢yYB�調査 澱�

10/19-2 ��ﾘ�)�XｧyyﾘｧyYIZ壱�ｨｬ(ｧx怩�実習 ��2�

表6.センター日帰り利用者内訳 

区分 �+(ﾛるZｩ�ﾒ�実習.セミナー 侈乂r齏�"�総合学習 俘xﾇb�

学内 �(ｧyYCs��ﾂ�2学部57人 ���ﾂ�- ��#y�ﾂ�

学外 滴ｺy?ｩgｳy�ﾂ�14団体291人 妬&9�ﾃ��9�ﾂ�小学校2校9人 鉄c��ﾂ�
中学校5校61人 

延べ人数 都y�ﾂ�348人 ���9�ﾂ�70人 田ラ�ﾂ�
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表7.センタ一利 剽p者数(延べ人数) 

調査.分析 剋ﾀ習.セミナ｣ 剏ｩ学.質問 剔麹㈱w習 剄㈹v 剔麹㈹v 

月 偬迂���?ｨｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.��凩YI���?ｨｴ�.��

2001年4月 ���0 ���60 ���0 ���0 ���60 田��

5月 都��12 ���3 ���151 ���0 都��166 �#CB�

6月 ���4 �#���57 ���15 ���0 �#���76 �#コ�

7月 �3R�18 ���99 ���0 ���15 �3R�132 ��cr�

8月 澱�9 �#�b�8 ���1 ���0 �##"�18 �#C��

9月 ��b�15 �#S��6 ���0 ���6 �#cb�27 �#�2�

10月 ���ll �#b�40 ���43 ���4 �#b�98 ��#B�

11月 ���1 ���0 ���10 ���6 ���17 ��r�

12月 ���0 ���42 ���3 ���0 ���45 鼎R�

2002年1月 ���2 ���27 ���0 ���39 ���68 田��

2月 ���0 ���6 ���0 ���0 ���6 澱�

3月 ���5 ���0 ���0 ���0 ���5 迭�

合計 ��3R�77 都���348 ���223 ���70 塔3b�718 ��SSB�

表8.木崎湖ステーション利用者数(延べ人数)

調査.分析 剋ﾀ習.セミナ｣ 剏ｩ学.質問 剔麹㈱w習 剄㈹v 冤総合計 

月 偬迂���Vﾈｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.��偬迂���?ｨｴ�.���5ﾘ齷u)?ｨｴ�.��

2001年4月 ���16 ���0 ���0 ���0 ���16 ��b�

5月 ���7 ���0 ���0 ���0 ���7 途�

6月 ���7 ���0 ���0 ���0 ���7 途�

7月 ���10 ���0 ���0 ���0 ���10 ����

8月 ���2 ���0 ���0 ���0 ���2 �"�

9月 ���17 ���0 ���0 ���0 ���17 ��r�

10月 ���2 ���24 ���0 ���0 ���26 �#b�

11月 ���9 ���12 ���0 ���0 ���21 �#��

12月 ���4 ���0 ���0 ���0 ���4 釘�

2002年1月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

2月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

3月 ���0 ���0 ���0 ���0 ���0 ���

合計 ���74 ���36 ���0 ���0 ���110 �����
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5.在籍者一覧

専任職員

陸水生態系部門:教授　花里　孝幸(センター長)　　助手　山本　雅道

水環境保全部門:教授　柳町　晴美　　助教授　宮原　裕一

技官:　小河原　誠

客員教授:　白石　寛明

信州大学　大学院　工学系研究科　博士課程3年　佐久間　昌孝

博士課程2年　張　光珪

修士課程2年　渡辺　次郎

修士課程1年　永田　貴丸､森山　豊

信州大学　理学部　生物学科　4年　藤原　好

物質循環学科　4年　上田　旅也､千田　有美

研究生　　　戸田　智子
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各種規定

信州大学山地水環境教育研究センター規程

(平成13年3月23日信州大学規程第364号)

(趣　旨)

第1粂　この規程は,信州大学学則(平成7年3月15日信州大学規程第261号)第10条

第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣という｡)

の組織及び運営に関し必要な事項を定める｡

(目　的)

第2条　センターは,学内共同教育研究施設として,湖沼及び河川を中心に集水域までを

含めた総合的な山地水環境保全に関する自然科学及び社会科学からの教育研究を行い,も

って信州大学(以下｢本学｣という｡)の教育及び研究の進展に寄与するとともに,地域の

振興に資することを目的とする｡

(業　務)

第3条　センターは,前条の目的を達成するため,次の各号に掲げる業務を行う｡
一　山地水環境保全に係る学生の教育及び実習並びに研究指導等に関すること｡

二　山地水環境保全に係る問題発生メカニズムの解明及び問題解決手法の開発等に係る

研究の推進に関すること｡

三　地域における環境教育の推進に関すること｡

四　その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること｡

(組　織)

第4条　センターに,次の各号に掲げる職員を置く｡
一　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣というo)

二　専任教官

三　その他必要な職員

(部　門)

第5条　センターに,次の各号に掲げる部門を置く｡

-　陸水生態系部門

二　水環境保全部門

(観測所)

第6条　センターに,木崎湖観測所(以下｢観測所｣という｡)を置く｡.

2　観測所に関し必要な事項は,別に定める｡

(管理委員会)

第7条　センターの管理運営に関する重要事項の審議は,信州大学学内共同教育研究施設

等管理委員会(以下｢管理委員会｣という｡)において行う｡

(運営委員会)
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第8条　センターの運営に関する事項を審議するため,信州大学山地水環境教育研究セン

ター運営委員会(以下｢運営委員会｣という.)を置く｡

2　運営委員会に関し必要な事項は,別に定める.

(センター長)

第9条　センター長は,センターの業務を掌理し,所属職員を監督するo

2　センター長の任期は, 2年とし,再任を妨げない｡

3　センター長の選考に関し必要な事項は,別に定める｡

(客員教授等)

第10条　センターに,客員教授及び客員助教授(以下｢客員教授等｣という｡)を置くこ

とができる｡

2　客員教授等の任期は, 1年以内とし,再任を妨げない｡

3　客員教授等の選考は,信州大学客員教授等選考基準(昭和53年5月17日信州大学規

程第154号)の定めるところによる｡

(事　務)

第11条　センターの事務は,理学部事務部において処理する｡

(雑　則)

第12条　この規程に定めるもののほか,センターの組織及び運営に関し必要な事項は,管

理委員会の議を経て,学長が定める｡

附　則

1　この規程は,平成13年4月1日から施行する0

2　信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所規程(昭和42年1月18日信州大学規程第81号)

は,廃止する｡

附　則(平成14年9月19日規程第19号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による｡
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信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会規程

(平成13年3月23日信州大学規程第365号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第8条第2項の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センタ

ー運営委員会(以下｢運営委員会｣という｡)の組織及び運営に関し必要な事項を定める｡

(審議事項)

第2条　運営委員会は,次の各号に掲げる事項を審議する｡

一　信州大学山地水環境教育研究センター(以下｢センター｣というo)の運営に関する

こと｡

二　センターの事業計画に関すること｡

三　センターの予算及び決算に関することo

四　その他センターの運営に関し必要な事項

(組　織)

第3条　運営委員会は,次の各号に掲げる委員をもって組織する｡

一　山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という｡)

二　各学部(医学部にあっては医学研究科を,農学部にあっては農学研究科を含む｡)か

ら選出された教官各1人

三　センターの専任教官

四　総務部長,経理部長,学生部長及び施設部長

五　その他運営委員会が必要と認める者

2　前項第2号に規定する委員の任期は, 2年とし,再任を妨げないo

3　第1項第2号に規定する委員に欠員を生じた場合の後任の委員の任期は,前任者の残

任期間とするo

(委員長)

第4条　運営委員会に委員長を置き,センター長をもって充てる｡

2　委員長は,運営委員会を招集し,その議長となる0

3　委員長に事故があるときは,委員長があらかじめ指名した委員が,その職務を代行す

る｡

(議　事)

第5条　運営委員会は,委員の3分の2以上の出席がなければ,議事を開くことができな

い｡

2　運営委員会の議事は,出席委員の過半数をもって決し,可否同数のときは,議長の決

するところによる｡

(委員以外の者の出席)

第6条　運営委員会が必要と認めたときは,運営委員会に委員以外の者の出席を求め,そ
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の意見を聴くことができる｡

(専門委員会)

第7条　運営委員会に,センターの運営に関する専門的事項を審議するため,必要に応じ,

専門委員会を置くことができる｡

2　専門委員会に関し必要な事項は,運営委員会が別に定める｡

(庶　務)

第8条　運営委員会の庶務は,理学部事務部において処理する｡

(雑　則)

第9条　この規程に定めるもののほか,運営委員会の運営に関し必要な事項は,別に定め

る｡

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行する｡

附　則(平成14年9月19日規程第20号)

この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

平成13年度　山地水環境教育研究センター運営委員会委員名簿

1)センター長　　　　　　　花里孝幸

2)センター(専任教官)

3)センター(専任教官)

4)センター(専任教官)

5)人文学部

6)教育学部

7)経済学部

8)理学部

9)医学部

10)工学部

ll)農学部

12)繊維学部

13)医療技術短期大学部

14)総務部長

15)経理部長

16)学生部長

17)施設部長

柳町晴美

宮原裕一(H13, 10月より)

山本雅道

久保　亨

渡辺隆一

茂木信太郎

公文富士夫

能勢　博

藤縄克之

北原　曜

中本信忠

高　昌星
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信州大学山地水環境教育研究センター利用規程

(平成13年3月23日信州大学規程第369号)

(趣　旨)

第1条　この規程は,信州大学山地水環境教育研究センター規程(平成13年3月23日信

州大学規程第364号)第12条の規定に基づき,信州大学山地水環境教育研究センター(以

下｢センター｣という｡)の利用に関し必要な事項を定める｡

(利用者の資格)

第2条　センターを利用することができる者は,次の各号に掲げる者とする0

-　信州大学(以下｢本学｣という｡)の職員

二　本学の学生

三　その他山地水環境教育研究センター長(以下｢センター長｣という｡)が適当と認めた

者

(利用の範囲)

第3条　センターは,次の各号に掲げる場合に限り,利用することができるものとする｡

一　学術研究を目的とするとき｡

二　学生に対する教育及び実習並びに研究指導を目的とするとき｡

三　地域に対する環境教育を目的とするとき｡

四　その他センター長が必要と認めたときo

(利用の申請)

第4条　センターを利用しようとする者は,所定の利用申請書をセンター長に提出し,承

認を得なければならない｡

2　前項に規定する申請は,教育研究等に責任を有する本学の教官を利用責任者として届

け出るものとする｡ただし,第2条第3号に該当する者にあっては,代表者を利用責任者

とすることができる｡

(利用の承認)

第5条　センター長は,前条の利用申請が適当であると認めたときは,これを承認し,刺

用責任者に利用承認書を交付する｡

(利用の変更)

第6条　利用責任者は,利用申請書の記載事項を変更する必要が生じた場合には,センタ

ー長に届け出て,改めて承認を得なければならない0

2　前項の変更の承認については,前条の規定を準用する｡

(利用者の遵守事項)

第7条　利用者は,利用にあたり施設設備を良好な状態に保つよう努めるとともに,セン

ター長の指示に従わなければならないU

(報　告)

第8条　利用責任者は,センターの利用を終了又は中止したときは,速やかにその旨をセ
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ンタ-長に報告しなければならない｡

(使用料)

第9条　利用者は,別に定める使用料を納付しなければならない｡

2　前項の使用料は,前納し,既納の使用料は,返還しない｡

3　第1項の規定にかかわらず,信州大学山地水環境教育研究センター運営委員会(以下

｢運営委員会｣という｡)が特に必要と認めるときは,利用に係る経費の負担を免除するこ

とができる｡

(利用承認の取消し)

第10条　センター長は,次の各号の一に該当するときは,利用者の利用承認を取り消し,

又は利用を中止させることができる｡

一　利用承認申請書に虚偽の記載があったときo

二　利用者が第7条の規定に違反したとき｡

三　センターの管理運営上重大な支障を生じさせたとき｡

四　その他利用させることが不適当と認めたとき｡.

(損害賠償)

第11条　利用者が,故意又は過失により設備等を破損,滅失又は汚損したときは,速やか

にセンター長に届け出るとともに,これを原状に回復し,又はその損害を賠償しなければ

ならない｡

(雑　則)

第12条　この規程に定めるもののほか,センターの利用に関し必要な事項は,運営委員会

の議を経て,センター長が別に定めるo

附　則

この規程は,平成13年4月1日から施行するo

附　則(平成14年9月19日規程第29号)

1　この規程は,平成14年10月1日から施行する｡

2　この規程による改正後の規定にかかわらず,信州大学医療技術短期大学部が存続する

間,なお従前の例による｡
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